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データの収集

データ収集を始める

Data Infrastructure Insightsにサインアップし、環境に初めてログインすると、データの
収集と管理を開始するために、次の手順が案内されます。

データ コレクターは、ストレージ デバイス、ネットワーク スイッチ、仮想マシンなどのデータ ソースから
情報を検出します。収集された情報は、分析、検証、監視、トラブルシューティングに使用されます。

Data Infrastructure Insights、次の 3 種類のデータ コレクターが利用可能です。

• インフラストラクチャ（ストレージデバイス、ネットワークスイッチ、コンピューティングインフラスト
ラクチャ）

• オペレーティング システム (VMware や Windows など)

• サービス（Kafkaなど）

サポートされているベンダーと利用可能なモデルから最初のデータ コレクターを選択します。後でデータコ
レクターを簡単に追加できます。

取得ユニットをインストールする

インフラストラクチャ データ コレクターを選択した場合は、 Data Infrastructure Insightsにデータを挿入する
ために Acquisition Unit が必要です。収集元のデータ センターのサーバーまたは VM に Acquisition Unit ソフ
トウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。 1 つの取得ユニットを複数のデータ コレク
ターに使用できます。

[Linux AU の説明]

• フォロー"確認方法"取得ユニットをインストールするには、次のメッセージが表示されます。取得ユニッ
ト ソフトウェアがインストールされると、[続行] ボタンが表示され、次の手順に進むことができます。

[新しいAUが検出されました]

必要に応じて、後で追加の取得ユニットを設定できます。たとえば、異なる地域のデータ センターから情報
を収集するために、異なる取得ユニットが必要になる場合があります。

データコレクターの構成 - インフラストラクチャ

インフラストラクチャ データ コレクターの場合は、表示されるデータ コレクター フィールドに入力するよ
う求められます。

• データ コレクターに一意で意味のある名前を付けます。

• 必要に応じて、デバイスに接続するための資格情報 (ユーザー名とパスワード) を入力します。

• Configuration セクションと Advanced Configuration セクションのその他の必須フィールドに入力しま
す。

• データ コレクターを保存するには、[コレクターの追加] をクリックします。
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後で追加のデータ コレクターを構成できるようになります。

データコレクターを構成する - オペレーティングシステムとサービス

オペレーティング·システム：

オペレーティング システム データ コレクターの場合は、プラットフォーム (Linux、Windows) を選択して、
Data Infrastructure Insights Agent をインストールします。サービスからデータを収集するには、少なくとも 1

つのエージェントが必要です。エージェントは、 Data Infrastructure Insightsで使用するために、ホスト自体
からもデータを収集します。このデータはウィジェットなどでは「ノード」データとして分類されます。

• エージェント ホストまたは VM でターミナルまたはコマンド ウィンドウを開き、表示されたコマンドを
貼り付けてエージェントをインストールします。

• インストールが完了したら、「セットアップの完了」をクリックします。

サービス:

サービス データ コレクターの場合は、タイルをクリックすると、そのサービスの説明ページが開きます。

• プラットフォームとエージェント アクセス キーを選択します。

• そのプラットフォームにエージェントがインストールされていない場合は、手順に従ってエージェントを
インストールしてください。

• *続行*をクリックすると、データ コレクターの説明ページが開きます。

• 指示に従ってデータ コレクターを構成します。

• 設定が完了したら、[セットアップの完了] をクリックします。

ダッシュボードを追加する

構成するために選択した初期データ コレクターのタイプ (ストレージ、スイッチなど) に応じて、1 つ以上の
関連するダッシュボードがインポートされます。たとえば、ストレージ データ コレクターを構成した場合、
ストレージ関連のダッシュボードのセットがインポートされ、そのうちの 1 つがData Infrastructure Insights

ホーム ページとして設定されます。 ダッシュボード > すべてのダッシュボードを表示 リストからホームペー
ジを変更できます。

後で追加のダッシュボードをインポートしたり、"自分で作成する" 。

以上です

初期セットアッププロセスが完了すると、環境でデータの収集が開始されます。

初期セットアップ プロセスが中断された場合 (たとえば、ブラウザー ウィンドウを閉じた場合)、次の手順を
手動で実行する必要があります。

• データコレクターを選択する

• プロンプトが表示されたらエージェントまたは取得ユニットをインストールします

• データコレクターを構成する
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便利な定義

Data Infrastructure Insights のデータ コレクターまたは機能について説明するときは、次の定義が役立つ場合
があります。

• コレクターのライフ サイクル: コレクターは、ライフ サイクルにおいて次のいずれかの状態に属します。

◦ プレビュー: 限られた容量または限られた視聴者向けに提供されます。"プレビュー機能"データ コレク
ターは、プレビュー期間の後に GA になる予定です。プレビュー期間は対象者や機能によって異なり
ます。

◦ GA: エディションまたは機能セットに基づいて、すべての顧客に一般公開されている機能またはデー
タ コレクター。

◦ 非推奨: 機能的に持続不可能になった、または持続不可能になると予想されるデータ コレクターに適
用されます。廃止されたデータ コレクターは、多くの場合、機能が更新された新しいデータ コレクタ
ーに置き換えられます。

◦ 削除済み: 削除され、利用できなくなったデータ コレクター。

• 取得ユニット: データ コレクターをホストするための専用コンピューター (通常は仮想マシン)。このコン
ピューターは通常、監視対象項目と同じデータセンター/VPC 内に配置されます。

• データ ソース: ハードウェアまたはソフトウェア スタックと通信するためのモジュール。これは、デバイ
スと通信するために AU コンピュータ上で実行される構成とコードで構成されています。

取得ユニットの要件

インフラストラクチャ データ コレクター (ストレージ、VM、ポート、EC2 など) から情
報を取得するには、Acquisition Unit (AU) をインストールする必要があります。
Acquisition Unit をインストールする前に、テナントがオペレーティング システム、
CPU、メモリ、およびディスク領域の要件を満たしていることを確認する必要がありま
す。

要件

コンポーネント Linux 要件 Windows の要件
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オペレーティング システム 次のいずれかのライセンス版を実
行しているコンピューター：*

AlmaLinux 9.5、10 * Centos（64ビ
ット）：Stream 9 * Debian（64ビ
ット）：11から13 * OpenSUSE

Leap 15.2から15.6、16 * Oracle

Enterprise Linux（64ビット）
：8.10、9.2、9.4、9.6、10 * Red

Hat（64ビット）：8.10、9.2、
9.4、9.6、10 * Rocky 9.2から9.6 *

SUSE Linux Enterprise Server 15

SP4から15 SP7、16 * Ubuntu

Server：20.04、22.04、24.04 LTS

* 上記プラットフォーム上
のSELinux このコンピューターで
は、他のアプリケーションレベル
のソフトウェアを実行しないでく
ださい。専用サーバーをお勧めし
ます。SELinuxで実行している場合
は、取得ユニットシステムで次の
コマンドを実行することをお勧め
します：sudo semanage fcontext

-a -t usr_t

"/opt/netapp/cloudinsights(/.*)?"

sudo restorecon -R

/opt/netapp/cloudinsights

次のいずれかのライセンス バージ
ョンを実行しているコンピュータ
ー: * Microsoft Windows 11 *

Microsoft Windows Server 2016 *

Microsoft Windows Server 2019 *

Microsoft Windows Server 2022 *

Microsoft Windows Server 2025 こ
のコンピューターでは、他のアプ
リケーション レベルのソフトウェ
アを実行しないでください。専用
サーバーをお勧めします。

CPU 2つのCPUコア 同じ

メモリ 8GBのRAM 同じ

使用可能なディスク容量 50 GB (100 GB を推奨) Linux の場
合、ディスク領域は次のように割
り当てる必要があります:

/opt/netapp 10 GB (大規模環境の場
合は 20 GB) /var/log/netapp 40 GB

(大規模環境の場合は 80 GB) /tmp

インストール時に少なくとも 1 GB

使用可能

50 GB
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ネットワーク 100 Mbps/1 Gbps イーサネット接
続、静的 IP アドレス、および
Acquisition Unit から
*.cloudinsights.netapp.com また
はData Infrastructure Insightsテナ
ント (つまり
https://<tenant_id>.c01.cloudinsight

s.netapp.com) へのポート 80 また
は 443 (送信) 接続が必要です。取
得ユニットと各データ収集装置間
の要件については、"データコレク
ター" 。組織でインターネット ア
クセスにプロキシの使用が必要な
場合は、組織のプロキシの動作を
理解し、 Data Infrastructure

Insightsが機能するための特定の例
外を探す必要がある場合がありま
す。たとえば、組織ではデフォル
トでアクセスをブロックし、例外
的に特定の Web サイト/ドメインへ
のアクセスのみを許可しています
か? もしそうなら、次のドメインを
例外リストに追加する必要があり
ます: *.cloudinsights.netapp.com 詳
細については、プロキシについて
お読みください。"ここ（Linux）"

または"こちら（Windows）"。

同じ

権限 取得ユニット サーバーに対する
Sudo 権限。 /tmp は exec 権限でマ
ウントする必要があります。

取得ユニットサーバーの管理者権
限

ウィルススキャン インストール中は、すべてのウイ
ルス スキャナーを完全に無効にす
る必要があります。インストール
後、Acquisition Unit ソフトウェア
で使用されるパスをウイルス スキ
ャンから除外する必要がありま
す。

追加の推奨事項

• 正確な監査とデータ レポートのために、ネットワーク タイム プロトコル (NTP) または 簡易ネットワーク
タイム プロトコル (SNTP) を使用して取得ユニット マシンの時刻を同期することを強くお勧めします。

サイズについて

8 GB のメモリと 50 GB のディスク容量のみでData Infrastructure Insights Acquisition Unit を開始できます
が、より大規模な環境では、次の質問を自問する必要があります。

以下のことを期待していますか:

• この取得ユニットで 2,500 台を超える仮想マシンまたは 10 個の大規模 (2 ノード超) ONTAPクラスタ
ー、Symmetrix、または HDS/HPE VSP/XP アレイを検出しますか?
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• この取得ユニットに合計 75 台以上のデータ コレクターを展開しますか?

上記の各質問に「はい」と答えた場合は、AU に 8 GB のメモリと 50 GB のディスク容量を追加することをお
勧めします。したがって、たとえば、両方の質問に「はい」と答えた場合は、150 GB 以上のディスク容量を
備えた 24 GB のメモリ システムを展開する必要があります。 Linux の場合、ログの場所に追加するディスク
領域。

サイズに関する追加の質問については、 NetAppサポートにお問い合わせください。

取得ユニットの設定

Data Infrastructure Insights は、ローカル サーバーにインストールされた 1 つ以上の
Acquisition Units を使用してデバイス データを収集します。各取得ユニットは複数のデ
ータ コレクターをホストでき、データ コレクターは分析のためにデバイス メトリック
をData Infrastructure Insightsに送信します。

このトピックでは、取得単位を追加する方法と、環境でプロキシを使用する場合に必要な追加手順について説
明します。

正確な監査とデータ レポートのために、ネットワーク タイム プロトコル (NTP) または 簡易ネ
ットワーク タイム プロトコル (SNTP) を使用して取得ユニット マシンの時刻を同期すること
を強くお勧めします。

Data Infrastructure Insightsのセキュリティについて読む"ここをクリックしてください。"。

Linux取得ユニットの追加

開始する前に

• システムでプロキシを使用している場合は、取得ユニットをインストールする前にプロキシ環境変数を設
定する必要があります。詳細については、以下を参照してください。 [プロキシ環境変数の設定] 。

Linux 取得ユニットのインストール手順

1. Data Infrastructure Insights環境に管理者またはアカウント所有者としてログインします。

2. *観測性 > コレクター > 取得ユニット > +取得ユニット*をクリックします

Install Acquisition Unit ダイアログが表示されます。 Linuxを選択します。
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1. 取得ユニットをホストするサーバーまたは VM が推奨されるシステム要件を満たしていることを確認しま
す。

2. サーバーがサポートされているバージョンの Linux を実行していることを確認します。サポートされてい
るバージョンの一覧については、[サポートされている OS バージョン (i)] をクリックします。

3. ダイアログ内のインストール コマンド スニペットを、取得ユニットをホストするサーバーまたは VM 上
のターミナル ウィンドウにコピーします。

4. Bash シェルにコマンドを貼り付けて実行します。

終了後の操作

• Observability > Collectors > Acquisition units をクリックして、Acquisition Units のステータスを確認
します。

• 取得ユニットのログには、/var/log/netapp/cloudinsights/acq/acq.log からアクセスできます。

• 取得ユニットを制御するには、次のスクリプトを使用します。

◦ cloudinsights-service.sh (停止、開始、再起動、ステータスの確認)

• Acquisition Unit をアンインストールするには、次のスクリプトを使用します。

◦ cloudinsights-uninstall.sh

プロキシ環境変数の設定

プロキシを使用する環境では、取得ユニットを追加する前にプロキシ環境変数を設定する必要があります。プ
ロキシを構成する手順は、[取得ユニットの追加] ダイアログに記載されています。

1. プロキシサーバーはありますか? の + をクリックします。

2. コマンドをテキスト エディターにコピーし、必要に応じてプロキシ変数を設定します。

注意: プロキシのユーザー名とパスワード フィールドの特殊文字に関する制限に注意してください。ユー
ザー名フィールドでは「%」と「!」が許可されます。パスワード フィールドでは、「:」、「%」、「!」
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が使用できます。

3. Bash シェルを使用して、ターミナルで編集したコマンドを実行します。

4. 取得ユニット ソフトウェアをインストールします。

プロキシ設定

取得ユニットは、双方向/相互認証を使用して、 Data Infrastructure Insightsサーバーに接続します。クライア
ント証明書は、認証されるためにData Infrastructure Insightsサーバーに渡す必要があります。これを実現する
には、データを復号化せずに https 要求をData Infrastructure Insightsサーバーに転送するようにプロキシを設
定する必要があります。

これを行う最も簡単な方法は、プロキシ/ファイアウォールでワイルドカード構成を指定して、 Data

Infrastructure Insightsと通信することです。次に例を示します。

*.cloudinsights.netapp.com

ワイルドカードとしてアスタリスク (*) を使用するのは一般的ですが、プロキシ/ファイアウォ
ールの構成では異なる形式が使用される場合があります。プロキシのドキュメントを参照し
て、環境内でのワイルドカードの指定が正しいことを確認してください。

プロキシ設定の詳細については、 NetApp"ナレッジベース" 。

プロキシ URL の表示

オンボーディング中にデータ コレクターを選択するときに [プロキシ設定] リンクをクリックするか、[ヘルプ
> サポート] ページの [プロキシ設定] の下のリンクをクリックすると、プロキシ エンドポイント URL を表示
できます。次のような表が表示されます。

テナントに Workload Security がある場合は、設定されたエンドポイント URL もこのリストに表示されま
す。

Windows 取得ユニットの追加

Windows Acquisition Unit のインストール手順

1. 管理者権限を持つユーザーとして、Acquisition Unit サーバー/VM にログインします。
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2. そのサーバーでブラウザ ウィンドウを開き、管理者またはアカウント所有者としてData Infrastructure

Insights環境にログインします。

3. Observability > Collectors > Acquisition Units > +Acquisition Unit をクリックします。

Install Acquisition Unit ダイアログが表示されます。 Windowsを選択します。

1. 取得ユニットをホストするサーバーまたは VM が推奨されるシステム要件を満たしていることを確認しま
す。

2. サーバーがサポートされているバージョンの Windows を実行していることを確認します。サポートされ
ているバージョンの一覧については、[サポートされている OS バージョン (i)] をクリックします。

3. インストーラーのダウンロード (Windows 64 ビット) ボタンをクリックします。

4. アクセス キーをコピーします。インストール中にこれが必要になります。

5. 取得ユニット サーバー/VM で、ダウンロードしたインストーラーを実行します。

6. プロンプトが表示されたら、アクセス キーをインストール ウィザードに貼り付けます。

7. インストール中に、プロキシ サーバーの設定を入力する機会が表示されます。

終了後の操作

• 取得ユニットのステータスを確認するには、* > 観測性 > コレクター > 取得ユニット* をクリックしま
す。

• Acquisition Unit のログには、<install dir>\ Cloud Insights\Acquisition Unit\log\acq.log からアクセスできま
す。

• 次のスクリプトを使用して、取得ユニットを停止、開始、再起動、またはステータスを確認します。
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cloudinsights-service.sh

プロキシ設定

取得ユニットは、双方向/相互認証を使用して、 Data Infrastructure Insightsサーバーに接続します。クライア
ント証明書は、認証されるためにData Infrastructure Insightsサーバーに渡す必要があります。これを実現する
には、データを復号化せずに https 要求をData Infrastructure Insightsサーバーに転送するようにプロキシを設
定する必要があります。

これを行う最も簡単な方法は、プロキシ/ファイアウォールでワイルドカード構成を指定して、 Data

Infrastructure Insightsと通信することです。次に例を示します。

*.cloudinsights.netapp.com

ワイルドカードとしてアスタリスク (*) を使用するのは一般的ですが、プロキシ/ファイアウォ
ールの構成では異なる形式が使用される場合があります。プロキシのドキュメントを参照し
て、環境内でのワイルドカードの指定が正しいことを確認してください。

プロキシ設定の詳細については、 NetApp"ナレッジベース" 。

プロキシ URL の表示

オンボーディング中にデータ コレクターを選択するときに [プロキシ設定] リンクをクリックするか、[ヘルプ
> サポート] ページの [プロキシ設定] の下のリンクをクリックすると、プロキシ エンドポイント URL を表示
できます。次のような表が表示されます。

テナントに Workload Security がある場合は、設定されたエンドポイント URL もこのリストに表示されま
す。

取得ユニットのアンインストール

Acquisition Unit ソフトウェアをアンインストールするには、次の手順を実行します。
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ウィンドウズ:

Windows 取得ユニットをアンインストールする場合:

1. 取得ユニット サーバー/VM で、コントロール パネルを開き、[プログラムのアンインストール] を選択し
ます。削除するData Infrastructure Insights Acquisition Unit プログラムを選択します。

2. 「アンインストール」をクリックし、指示に従います。

リナックス:

Linux 取得ユニットをアンインストールする場合:

1. 取得ユニット サーバー/VM で、次のコマンドを実行します。

 sudo cloudinsights-uninstall.sh -p

. アンインストールのヘルプについては、次を実行してください:

sudo cloudinsights-uninstall.sh --help

Windows と Linux:

AU をアンインストールした後:

1. Data Infrastructure Insightsで、Observability > Collectors に移動し、*Acquisition Units タブを選択し
ます。

2. アンインストールする Acquisition Unit の右側にある [オプション] ボタンをクリックし、[削除] を選択しま
す。取得ユニットを削除できるのは、その取得ユニットにデータ コレクターが割り当てられていない場合
のみです。

データ コレクターが接続されている取得ユニット (AU) を削除することはできません。元の AU

を削除する前に、AU のすべてのデータ コレクターを別の AU に移動します (コレクターを編集
し、別の AU を選択します)。

横に星が付いている取得ユニットは、デバイスの解像度に使用されています。この AU を削除する前に、デバ
イス解決に使用する別の AU を選択する必要があります。別の AU にマウスを移動し、「3 つのドット」メニ
ューを開いて「デバイスの解像度に使用」を選択します。
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取得ユニットの再インストール

同じサーバー/VM に Acquisition Unit を再インストールするには、次の手順に従う必要があります。

開始する前に

取得ユニットを再インストールする前に、別のサーバー/VM に一時的な取得ユニットを構成する必要がありま
す。

手順

1. 取得ユニット サーバー/VM にログインし、AU ソフトウェアをアンインストールします。

2. Data Infrastructure Insights環境にログインし、Observability > Collectors に移動します。

3. 各データ コレクターごとに、右側の [オプション] メニューをクリックし、[編集] を選択します。データ
コレクターを一時的な取得ユニットに割り当て、[保存] をクリックします。

同じタイプの複数のデータ コレクターを選択し、[一括アクション] ボタンをクリックすることもできま
す。 [編集] を選択し、データ コレクターを一時的な取得ユニットに割り当てます。

4. すべてのデータ コレクターが一時的な Acquisition Unit に移動されたら、Observability > Collectors に移
動し、Acquisition Units タブを選択します。

5. 再インストールする取得ユニットの右側にある [オプション] ボタンをクリックし、[削除] を選択します。
取得ユニットを削除できるのは、その取得ユニットにデータ コレクターが割り当てられていない場合のみ
です。

6. これで、Acquisition Unit ソフトウェアを元のサーバー/VM に再インストールできます。 +Acquisition

Unit をクリックし、上記の手順に従って Acquisition Unit をインストールします。

7. 取得ユニットを再インストールしたら、データ コレクターを取得ユニットに再度割り当てます。

AUの詳細の表示

取得ユニット (AU) の詳細ページには、AU に関する有用な詳細情報と、トラブルシューティングに役立つ情
報が提供されます。 AU 詳細ページには次のセクションが含まれています。

• 次の内容を示す 概要 セクション:

◦ 取得ユニットの*名前*と*IP*

◦ AUの現在の接続*ステータス*

◦ 最終報告 成功したデータコレクターのポーリング時間

◦ AUマシンの*オペレーティングシステム*

◦ AU の現在の メモ。このフィールドを使用して、AU に関するコメントを入力します。このフィールド
には、最後に追加されたメモが表示されます。

• AU の データ コレクター の表。各データ コレクターについて次の内容が表示されます。

◦ 名前 - このリンクをクリックすると、追加情報を含むデータ収集者の詳細ページにドリルダウンしま
す。

◦ ステータス - 成功またはエラー情報

◦ タイプ - ベンダー/モデル

◦ データ収集者の*IP*アドレス
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◦ 現在の*影響*レベル

◦ *最終取得*時間 - データコレクターが最後に正常にポーリングされた時間

各データ コレクターごとに、「3 つのドット」メニューをクリックして、データ コレクターの複製、編集、
ポーリング、または削除を行うことができます。このリストで複数のデータ コレクターを選択し、一括アク
ションを実行することもできます。

取得ユニットを再起動するには、ページの上部にある [再起動] ボタンをクリックします。接続の問題が発生
した場合に AU への 接続の復元 を試行するには、このボタンをドロップダウンします。

データ収集のためのエージェントの構成 (Windows/Linux)

Data Infrastructure Insightsサイトは"テレグラフ"統合データの収集エージェントとし
て。Telegraf は、メトリック、イベント、ログを収集およびレポートするために使用で
きるプラグイン駆動型のサーバー エージェントです。入力プラグインは、システム/OS

に直接アクセスしたり、サードパーティの API を呼び出したり、構成されたストリーム
(Kafka、statsD など) をリッスンしたりして、エージェントに必要な情報を収集するため
に使用されます。出力プラグインは、収集されたメトリック、イベント、およびログを
エージェントからData Infrastructure Insightsに送信するために使用されます。

Kubernetesへのインストールについては、"NetApp Kubernetes 監視オペレーター"ページ。

正確な監査とデータ レポートのために、ネットワーク タイム プロトコル (NTP) または 簡易ネ
ットワーク タイム プロトコル (SNTP) を使用してエージェント マシンの時刻を同期すること
を強くお勧めします。

エージェントをインストールする前にインストールファイルを検証したい場合は、以下のセク
ションを参照してください。Telegraf パッケージのチェックサムの検証 。

エージェントのインストール

サービス データ コレクターをインストールしていて、まだエージェントを構成していない場合は、まず適切
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なオペレーティング システム用のエージェントをインストールするように求められます。このトピック
では、次のオペレーティング システムに Telegraf エージェントをインストールする手順について説明しま
す。

• Windows

• RHEL と CentOS

• UbuntuとDebian

エージェントをインストールするには、使用しているプラットフォームに関係なく、まず次の手順を実行する
必要があります。

1. エージェントに使用するホストにログインします。

2. Data Infrastructure Insights環境にログインし、Observability > Collectors に移動します。

3. *+データコレクター*をクリックし、インストールするデータコレクターを選択します。

4. ホストに適したプラットフォームを選択します（Windows、Linux）

5. 各プラットフォームの残りの手順に従います。

一度ホストにエージェントをインストールすると、そのホストに再度エージェントをインスト
ールする必要はありません。

サーバー/VM にエージェントをインストールすると、 Data Infrastructure Insights は、構成した
データ コレクターからの収集に加えて、そのシステムからメトリックを収集します。これらの
指標は次のように収集されます"「ノード」メトリック"。

プロキシを使用している場合は、Telegraf エージェントをインストールする前に、プラットフ
ォームのプロキシ手順をお読みください。

ログの場所

デフォルトでは、Telegraf ログ メッセージは stdout から次のログ ファイルにリダイレクトされます。

• RHEL/CentOS: /var/log/telegraf/telegraf.log

• Ubuntu/Debian: /var/log/telegraf/telegraf.log

• Windows: C:\Program Files\telegraf\telegraf.log

Windows

前提条件

• PowerShellがインストールされている必要があります

• プロキシを使用している場合は、「Windows のプロキシ サポートの構成」セクションの指示に従う必要
があります。

Windows のプロキシサポートの構成
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環境でプロキシを使用している場合は、インストールする前にこのセクションをお読みくださ
い。

以下の手順は、http_proxy/https_proxy 環境変数を設定するために必要なアクションの概要を示
しています。一部のプロキシ環境では、ユーザーは no_proxy environment 変数も設定する必要
があります。

プロキシの背後にあるシステムの場合は、Telegraf エージェントをインストールする前に、次の操作を実行し
て https_proxy および/または http_proxy 環境変数を設定します。

[System.Environment]:SetEnvironmentVariable(“https_proxy”,

“<proxy_server>:<proxy_port>”, [System.EnvironmentVariableTarget]:Machine)

エージェントのインストール

Windows にエージェントをインストールする手順:

1. エージェント アクセス キーを選択します。

2. エージェントのインストール ダイアログからコマンド ブロックをコピーします。クリップボード アイコ
ンをクリックすると、コマンドをクリップボードにすばやくコピーできます。

3. PowerShellウィンドウを開く

4. コマンドを PowerShell ウィンドウに貼り付けて Enter キーを押します。

5. このコマンドは適切なエージェント インストーラーをダウンロードしてインストールし、デフォルト構成
を設定します。完了すると、エージェント サービスが再起動されます。コマンドには一意のキーがあ
り、24 時間有効です。

6. *完了*または*続行*をクリックします

エージェントをインストールした後、次のコマンドを使用してサービスを開始/停止できます。
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Start-Service telegraf

Stop-Service telegraf

エージェントのアンインストール

Windows でエージェントをアンインストールするには、PowerShell ウィンドウで次の操作を行います。

1. Telegraf サービスを停止して削除します。

Stop-Service telegraf

sc.exe delete telegraf

2. トラストストアから証明書を削除します。

cd Cert:\CurrentUser\Root

//rm E5FB7B68C08B1CA902708584C274F8EFC7BE8ABC

rm 1A918038E8E127BB5C87A202DF173B97A05B4996

3. C:\Program Files\telegraf フォルダを削除して、バイナリ、ログ、および構成ファイルを削除します。

4. レジストリから_SYSTEM\CurrentControlSet\Services\EventLog\Application\telegraf_キーを削除します。

エージェントのアップグレード

Telegraf エージェントをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. Telegraf サービスを停止して削除します。

Stop-Service telegraf

sc.exe delete telegraf

2. レジストリから_SYSTEM\CurrentControlSet\Services\EventLog\Application\telegraf_キーを削除します。

3. C:\Program Files\telegraf\telegraf.conf を削除します。

4. C:\Program Files\telegraf\telegraf.exe を削除します。

5. "新しいエージェントをインストールする" 。

RHEL と CentOS

前提条件

• 次のコマンドが利用可能である必要があります: curl、sudo、ping、sha256sum、openssl、および
dmidecode

• プロキシを使用している場合は、*RHEL/CentOS のプロキシ サポートの構成*セクションの指示に従う必
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要があります。

RHEL/CentOS のプロキシサポートの設定

環境でプロキシを使用している場合は、インストールする前にこのセクションをお読みくださ
い。

以下の手順は、http_proxy/https_proxy 環境変数を設定するために必要なアクションの概要を示
しています。一部のプロキシ環境では、ユーザーは no_proxy environment 変数も設定する必要
があります。

プロキシの背後にあるシステムの場合は、Telegraf エージェントをインストールする前に、次の手順を実行し
ます。

1. 現在のユーザーの https_proxy および/または http_proxy 環境変数を設定します。

 export https_proxy=<proxy_server>:<proxy_port>

. _/etc/default/telegraf_ を作成し、_https_proxy_ および/または

_http_proxy_ 変数の定義を挿入します。

https_proxy=<proxy_server>:<proxy_port>

エージェントのインストール

RHEL/CentOS にエージェントをインストールする手順:
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1. エージェント アクセス キーを選択します。

2. エージェントのインストール ダイアログからコマンド ブロックをコピーします。クリップボード アイコ
ンをクリックすると、コマンドをクリップボードにすばやくコピーできます。

3. Bashウィンドウを開く

4. コマンドをBash ウィンドウに貼り付けて、Enter キーを押します。

5. このコマンドは適切なエージェント インストーラーをダウンロードしてインストールし、デフォルト構成
を設定します。完了すると、エージェント サービスが再起動されます。コマンドには一意のキーがあ
り、24 時間有効です。

6. *完了*または*続行*をクリックします

エージェントをインストールした後、次のコマンドを使用してサービスを開始/停止できます。

オペレーティング システムで systemd を使用している場合 (CentOS 7+ および RHEL 7+):

sudo systemctl start telegraf

sudo systemctl stop telegraf

オペレーティング システムで systemd を使用していない (CentOS 7+ および RHEL 7+) 場合:

sudo service telegraf start

sudo service telegraf stop

エージェントのアンインストール

RHEL/CentOS 上のエージェントをアンインストールするには、Bash ターミナルで次の手順を実行します。

1. Telegraf サービスを停止します。

systemctl stop telegraf (If your operating system is using systemd

(CentOS 7+ and RHEL 7+)

/etc/init.d/telegraf stop (for systems without systemd support)

2. Telegraf エージェントを削除します。

 yum remove telegraf

. 残っている可能性のある構成ファイルやログ ファイルをすべて削除します。

rm -rf /etc/telegraf*

rm -rf /var/log/telegraf*
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エージェントのアップグレード

Telegraf エージェントをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. Telegraf サービスを停止します。

systemctl stop telegraf (If your operating system is using systemd

(CentOS 7+ and RHEL 7+)

/etc/init.d/telegraf stop (for systems without systemd support)

2. 以前の Telegraf エージェントを削除します。

 yum remove telegraf

. xref:{relative_path}#rhel-and-centos["新しいエージェントをインストールする"]

。

UbuntuとDebian

前提条件

• 次のコマンドが利用可能である必要があります: curl、sudo、ping、sha256sum、openssl、および
dmidecode

• プロキシを使用している場合は、Ubuntu/Debian のプロキシ サポートの構成 セクションの指示に従う必
要があります。

Ubuntu/Debian のプロキシサポートの設定

環境でプロキシを使用している場合は、インストールする前にこのセクションをお読みくださ
い。

以下の手順は、http_proxy/https_proxy 環境変数を設定するために必要なアクションの概要を示
しています。一部のプロキシ環境では、ユーザーは no_proxy environment 変数も設定する必要
があります。

プロキシの背後にあるシステムの場合は、Telegraf エージェントをインストールする前に、次の手順を実行し
ます。

1. 現在のユーザーの https_proxy および/または http_proxy 環境変数を設定します。

 export https_proxy=<proxy_server>:<proxy_port>

. /etc/default/telegraf を作成し、_https_proxy_ および/または _http_proxy_
変数の定義を挿入します。

https_proxy=<proxy_server>:<proxy_port>
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エージェントのインストール

Debian または Ubuntu にエージェントをインストールする手順:

1. エージェント アクセス キーを選択します。

2. エージェントのインストール ダイアログからコマンド ブロックをコピーします。クリップボード アイコ
ンをクリックすると、コマンドをクリップボードにすばやくコピーできます。

3. Bashウィンドウを開く

4. コマンドをBash ウィンドウに貼り付けて、Enter キーを押します。

5. このコマンドは適切なエージェント インストーラーをダウンロードしてインストールし、デフォルト構成
を設定します。完了すると、エージェント サービスが再起動されます。コマンドには一意のキーがあ
り、24 時間有効です。

6. *完了*または*続行*をクリックします

エージェントをインストールした後、次のコマンドを使用してサービスを開始/停止できます。

オペレーティング システムで systemd を使用している場合:

sudo systemctl start telegraf

sudo systemctl stop telegraf

オペレーティング システムで systemd を使用していない場合は、次の操作を行います。
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sudo service telegraf start

sudo service telegraf stop

エージェントのアンインストール

Ubuntu/Debian でエージェントをアンインストールするには、Bash ターミナルで次のコマンドを実行しま
す。

1. Telegraf サービスを停止します。

systemctl stop telegraf (If your operating system is using systemd)

/etc/init.d/telegraf stop (for systems without systemd support)

2. Telegraf エージェントを削除します。

 dpkg -r telegraf

. 残っている可能性のある構成ファイルやログ ファイルをすべて削除します。

rm -rf /etc/telegraf*

rm -rf /var/log/telegraf*

エージェントのアップグレード

Telegraf エージェントをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. Telegraf サービスを停止します。

systemctl stop telegraf (If your operating system is using systemd)

/etc/init.d/telegraf stop (for systems without systemd support)

2. 以前の Telegraf エージェントを削除します。

 dpkg -r telegraf

. xref:{relative_path}#ubuntu-and-debian["

新しいエージェントをインストールする"] 。

Telegraf パッケージのチェックサムの検証

Data Infrastructure Insightsエージェント インストーラーは整合性チェックを実行しますが、ダウンロードし
た Telegraf バイナリをインストールする前に独自の検証を実行することを望むユーザーもいます。これは、
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インストーラーをダウンロードし、ダウンロードしたパッケージのチェックサムを生成し、そのチェックサム
をインストール手順に示されている値と比較することで実行できます。

インストールせずにインストーラーパッケージをダウンロードする

ダウンロードのみの操作 (デフォルトのダウンロードとインストールではなく) を実行するには、ユーザーは
UI から取得したエージェント インストール コマンドを編集し、「インストール」オプションを削除します。

次の手順を実行します。

1. 指示に従ってエージェント インストーラー スニペットをコピーします。

2. スニペットをコマンド ウィンドウに貼り付ける代わりに、テキスト エディターに貼り付けます。

3. コマンドの末尾の「--install」（Linux）または「-install」（Windows）を削除します。

4. テキスト エディターからコマンド全体をコピーします。

5. 次に、それをコマンド ウィンドウ (作業ディレクトリ内) に貼り付けて実行します。

Windows 以外 (これらの例は Kubernetes 用です。実際のスクリプト名は異なる場合があります):

• ダウンロードしてインストールする（デフォルト）:

 installerName=cloudinsights-ubuntu_debian.sh … && ./$installerName

--download --verify && sudo -E -H ./$installerName --install

* ダウンロード専用:

installerName=cloudinsights-ubuntu_debian.sh … && ./$installerName

--download --verify

Windows：

• ダウンロードしてインストールする（デフォルト）:

 !$($installerName=".\cloudinsights-windows.ps1") … -and $(if(((Get-

FileHash $installerName).Hash).ToLower() -eq "INSTALLER_CHECKSUM ") {

&$installerName -download -verify -install } else { Write-Host "Install

script checksum does not match"})"

* ダウンロード専用:

!$($installerName=".\cloudinsights-windows.ps1") … -and $(if(((Get-

FileHash $installerName).Hash).ToLower() -eq "INSTALLER_CHECKSUM ") {

&$installerName -download -verify } else { Write-Host "Install script

checksum does not match"})"
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ダウンロード専用コマンドは、必要なすべての成果物をData Infrastructure Insightsから作業ディレクトリに
ダウンロードします。アーティファクトには、以下のものが含まれますが、これらに限定されるわけではあり
ません。

• インストールスクリプト

• 環境ファイル

• Telegrafバイナリ

• Telegrafバイナリの署名

• バイナリ署名を検証するための公開証明書

DII からダウンロードしてコピーされたインストール スニペットはインストール スクリプトのチェックサム
を自動的に計算し、インストール スクリプトによって telegraf バイナリの署名が検証されます。

チェックサム値を検証する

チェックサム値を生成するには、適切なプラットフォームに応じて次のコマンドを実行します。

• RHEL/Ubuntu:

 sha256sum <package_name>

* Windows：

Get-FileHash telegraf.zip -Algorithm SHA256 | Format-List

ダウンロードしたパッケージをインストールする

すべてのアーティファクトが適切に検証されたら、次のコマンドを実行してエージェントのインストールを開
始できます。

Windows以外:

 sudo -E -H ./<installation_script_name> --install

Windows：

.\cloudinsights-windows.ps1 -install

APIアクセストークンの作成と使用

Telegraf データ取り込み用の API アクセス トークンを作成するには、次のいずれかを実行してください。
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データコレクターのインストールページから作成する

1. 使用するプラットフォーム (Windows、Linux) の Data Collector インストール ページに移動します。

2. + API アクセス トークン ボタンを使用してトークンを作成します。

3. 名前を入力して「保存」をクリックします。

4. ドロップダウンでトークン名が選択され、コレクターのインストール時に使用されます。

APIアクセストークンを手動で作成する

1. [管理] > [API アクセス] に移動します。

2. + API アクセス トークンをクリックします。

3. 名前と、オプションで説明を入力します。

4. 「このトークンはどのタイプの API を呼び出すために使用されますか?」の下で、「データ取り込み」の
みを選択し、「取得ユニット」の選択を解除します。

5. 「権限」の下で「読み取り/書き込み」を選択します。

6. 「Kubernetes のトークンを自動的にローテーションする」の選択を解除します。

新しく作成した API アクセス トークンを使用するには、インストーラー ページの「既存の API アクセス ト
ークンを選択するか、新しいトークンを作成する」ドロップダウンから選択します。次のプロパティを持つト
ークンのみが使用できることに注意してください。

• APIタイプ:「データ取り込み」のみ

• 権限: 読み取り/書き込み

• Kubernetes 自動ローテーション: オフ

トラブルシューティング

エージェントの設定中に問題が発生した場合に試すことができるいくつかのこと:

問題： これを試してください:

新しいプラグインを設定して Telegraf を再起動した
後、Telegraf が起動に失敗します。ログには、次のよ
うなエラーが記録されています: "[telegraf] エージェン
ト実行エラー: 設定ファイル
/etc/telegraf/telegraf.d/cloudinsights-default.conf の読
み込みエラー: プラグイン出力.http: 行 <行番号>: 設定
でフィールド ["use_system_proxy"] が指定されまし
たが、使用されていません"

インストールされている Telegraf のバージョンが古
くなっています。このページの手順に従って、適切な
プラットフォームの*エージェントをアップグレード*

してください。

古いインストールでインストーラスクリプトを実行し
たところ、エージェントがデータを送信しなくなりま
した

Telegraf エージェントをアンインストールしてから、
インストール スクリプトを再実行します。適切なプ
ラットフォームについては、このページの エージェ
ントのアップグレード の手順に従ってください。

24



問題： これを試してください:

Data Infrastructure Insightsを使用してエージェントを
すでにインストールしました

ホスト/VM にエージェントがすでにインストールされ
ている場合は、エージェントを再度インストールする
必要はありません。この場合は、エージェントのイン
ストール画面で適切なプラットフォームとキーを選択
し、「続行」または「完了」をクリックするだけで
す。

エージェントはすでにインストールされていますが、
Data Infrastructure Insightsインストーラーを使用して
いません

以前のエージェントを削除し、 Data Infrastructure

Insights Agent のインストールを実行して、適切なデ
フォルト構成ファイル設定を確認します。完了した
ら、[続行] または [完了] をクリックします。

追加情報は以下からご覧いただけます。"サポート"ページまたは"データコレクターサポートマトリックス"。

データコレクターの構成

データセンター内のデバイスからデータを収集するには、Data Infrastructure Insights環
境でデータ コレクターを構成します。

開始する前に

• データの収集を開始する前に、取得ユニットを構成する必要があります。

• データを収集するデバイスの資格情報が必要です。

• データを収集するすべてのデバイスには、デバイスのネットワーク アドレス、アカウント情報、およびパ
スワードが必要です。

手順

1. Data Infrastructure Insightsメニューから、*オブザーバビリティ > コレクター*をクリックします。

システムは、利用可能なデータ コレクターをベンダー別に表示します。

2. + コレクター をクリックし、構成するデータ コレクターを選択します。

ダイアログ ボックスでは、データ コレクターを構成し、取得ユニットを追加できます。

3. データ コレクターの名前を入力します。

4. 追加の構成フィールドを追加するには、「詳細構成」をクリックします。 (すべてのデータ コレクターに
高度な構成が必要なわけではありません。)

5. 構成のテスト をクリックして、データ コレクターが正しく構成されていることを確認します。

6. コレクターの追加 をクリックして構成を保存し、データ コレクターをData Infrastructure Insightsテナン
トに追加します。

サービスからのデータがダッシュボードに表示されるか、クエリに使用できるようになるまでには、最大 2

回のポーリング期間かかる場合があります。

• 1回目の在庫調査: 即時

• ベースラインを確立するための最初のパフォーマンスデータポーリング：インベントリポーリングの直後
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• 2回目のパフォーマンスアンケート: 1回目のパフォーマンスアンケートの完了後15秒以内

ポーリングは、構成されたインベントリおよびパフォーマンス ポーリング間隔に従って続行されます。

データコレクターの取得状況の判断

データ コレクターはData Infrastructure Insightsの主な情報源であるため、データ コレク
ターが実行状態にあることを確認することが不可欠です。

データ コレクターのステータスは、アセット ページの右上隅に「N 分前に取得」というメッセージとして表
示されます。ここで、N はアセットのデータ コレクターの最新の取得時刻を示します。取得日時も表示され
ます。

メッセージをクリックすると、データ コレクターの名前、ステータス、および最後に成功した取得時刻を含
むテーブルが表示されます。管理者としてサインインしている場合は、テーブル内のデータ コレクター名の
リンクをクリックすると、そのデータ コレクターの詳細ページに移動します。

構成されたデータコレクターの管理

「インストールされたデータ コレクター」ページでは、Data Infrastructure Insights用に
構成されたデータ コレクターにアクセスできます。このページを使用して、既存のデー
タ コレクターを変更できます。

手順

1. Data Infrastructure Insightsサイトメニューで、*オブザーバビリティ>コレクター*をクリックします。

利用可能なデータ コレクター画面が表示されます。

2. *インストールされたデータコレクター*をクリックします

インストールされているすべてのデータ コレクターのリストが表示されます。リストには、コレクターの
名前、ステータス、コレクターがアクセスしている IP アドレス、デバイスから最後にデータが取得され
た日時が表示されます。この画面で実行できるアクションは次のとおりです。

◦ ポーリングを制御する

◦ データコレクターの資格情報を変更する

◦ クローンデータコレクター

データコレクタのポーリングの制御

データ コレクターに変更を加えた後、変更内容を確認するためにすぐにポーリングを実行したい場合や、問
題の解決に取り組んでいる間、データ コレクターでのデータ収集を 1 日、3 日、または 5 日間延期したい場
合があります。

手順

1. Data Infrastructure Insightsサイトメニューで、*オブザーバビリティ>コレクター*をクリックします。

2. *インストールされたデータコレクター*をクリックします
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3. 変更したいデータコレクターの左側のチェックボックスを選択します

4. *一括アクション*をクリックし、実行する投票アクションを選択します。

複数のデータ コレクターに対して同時に一括アクションを実行できます。データ コレクターを選択し、[

一括アクション] メニューから実行するアクションを選択します。

データ収集者の情報を編集する

既存のデータ コレクターのセットアップ情報を編集できます。

単一のデータコレクターを編集するには:

1. [Data Infrastructure Insights]メニューで、[可観測性] > [コレクター] をクリックして、インストールされて
いるデータ コレクターのリストを開きます。

2. 変更するデータ コレクターの右側にあるオプション メニューで、[編集] をクリックします。

コレクター編集ダイアログが開きます。

3. 変更を入力し、「構成のテスト」をクリックして新しい構成をテストするか、「保存」をクリックして構
成を保存します。

複数のデータ コレクターを編集することもできます。

1. 変更する各データ コレクターの左側にあるチェック ボックスをオンにします。

2. 一括操作 ボタンをクリックし、編集 を選択して、データ コレクターの編集ダイアログを開きます。

3. 上記のようにフィールドを変更します。

選択したデータ コレクターは同じベンダーとモデルであり、同じ取得ユニット上に存在し
ている必要があります。

複数のデータ コレクターを編集する場合、データ コレクター名フィールドに「混合」と表示され、編集
できません。ユーザー名やパスワードなどの他のフィールドには「混合」と表示され、編集できます。選
択したデータ コレクター間で同じ値を共有するフィールドには現在の値が表示され、編集できます。

複数のデータ コレクターを編集する場合、[テスト構成] ボタンは使用できません。

データ収集装置のクローン作成

クローン機能を使用すると、別のデータ ソースと同じ資格情報と属性を持つデータ ソースをすばやく追加で
きます。クローン作成により、同じデバイス タイプの複数のインスタンスを簡単に構成できます。

手順

1. Data Infrastructure Insightsサイト メニューで、可観測性 > コレクター をクリックします。

2. *インストールされたデータコレクター*をクリックします。

3. コピーするデータ コレクターの左側にあるチェック ボックスをクリックします。

4. 選択したデータ コレクターの右側にあるオプション メニューで、[複製] をクリックします。
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クローン データ コレクター ダイアログが表示されます。

5. 必須フィールドに新しい情報を入力します。

6. *保存*をクリックします。

終了後の操作

クローン操作では、他のすべての属性と設定がコピーされ、新しいデータ コレクターが作成されます。

データコレクターに対する一括アクションの実行

複数のデータ コレクターの一部の情報を同時に編集できます。この機能を使用すると、複数のデータ コレク
ターでポーリングを開始したり、ポーリングを延期したり、ポーリングを再開したりできます。さらに、複数
のデータ コレクターを削除することもできます。

手順

1. Data Infrastructure Insightsサイトメニューで、*オブザーバビリティ>コレクター*をクリックします。

2. *インストールされたデータコレクター*をクリックします

3. 変更するデータ コレクターの左側にあるチェック ボックスをクリックします。

4. 右側のオプション メニューで、実行するオプションをクリックします。

終了後の操作

選択した操作はデータ コレクターに対して実行されます。データ コレクターを削除することを選択した場
合、アクションの確認を求めるダイアログが表示されます。

失敗したデータ収集装置の調査

データ コレクターに失敗メッセージがあり、影響度が高または中程度の場合、リンクさ
れた情報を含むデータ コレクターの概要ページを使用してこの問題を調査する必要があ
ります。

データ コレクターの障害の原因を特定するには、次の手順に従います。データ コレクターの障害メッセージ
は、管理者 メニューと インストールされたデータ コレクター ページに表示されます。

手順

1. 管理者 > データ コレクター > インストールされたデータ コレクター をクリックします。

2. 障害が発生したデータ コレクターのリンクされた名前をクリックして、[概要] ページを開きます。

3. [概要] ページで、[コメント] 領域をチェックして、この障害を調査している可能性のある別のエンジニア
が残したメモを読んでください。

4. パフォーマンス メッセージがあればメモします。

5. イベント タイムライン グラフのセグメントの上にマウス ポインターを移動すると、追加情報が表示され
ます。

6. イベント タイムラインの下に表示されるデバイスのエラー メッセージを選択し、メッセージの右側に表
示されるエラーの詳細アイコンをクリックします。

エラーの詳細には、エラー メッセージのテキスト、最も可能性の高い原因、使用中の情報、問題を修正す
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るために試すことができる内容の提案が含まれます。

7. 「このデータ コレクターによって報告されたデバイス」領域では、リストをフィルターして関心のあるデ
バイスのみを表示できます。また、デバイスのリンクされた 名前 をクリックして、そのデバイスの資産
ページを表示できます。

8. データ コレクターの概要ページに戻ったら、ページの下部にある [最近の変更を表示] 領域をチェックし
て、最近の変更が問題の原因になっているかどうかを確認します。
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